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Ⅰ．はじめに
　現代ではクツや鼻緒のないサンダルが主流

になり、下駄のように鼻緒のあるものや裸足

で歩いたり、遊んだりする子どもを見かける

ことは少なくなってきた。近年の子どもの体

力低下は、その影響も示唆されている。その

理由として、足の指を使って踏ん張ることが

すくなくなり、足の指の力が弱くなっている

というものであり、その結果走ったり跳んだ

りする能力に悪影響を及ぼしたり、指でちゃ

んと踏ん張れないため、立位姿勢での重心が

足指にかからないよう踵よりになり、近年よ

く話題になる浮き趾などを生じさせていると

いうものである。そのため、裸足教育や下駄

教育を保育や幼児教育の売りとしている保育

園や幼稚園も少なくない。

　山崎ら1）によると、幼児への裸足教育によ

り「走る」および「跳ぶ」能力が高まること

が示され、アンケート結果ではあるが、運動

量を高める可能性も示唆している。つまり足

指を使うことが、走る能力や跳ぶ能力に影響

するということである。

　また、小学生の足指筋力と体力・生活習慣

との関係を調べた関らの研究2）では、足指の

最大筋力（最大値）は特に体重に影響を受け

ており、体重で補正した場合には握力や立ち

幅跳び、20mシャトルランとの関連が高いと

している。

　本研究では、幼児の走能力に足指筋力の「発

揮の仕方」がどのように影響しているかをみ

るために、足指筋力の最大値だけでなく、足

指筋力測定中の力波形を測定することで、そ

の関係性を明らかにする事を目的とする。

Ⅱ．対象者
　認可保育園A園とB園の年中クラス、年長ク

ラス（4歳〜6歳）の43名とし、全員の保護者

と保育園に測定および情報の取り扱いについ

て同意を得た。その内25m走と足指筋力測定

の両方の計測を実施できた38名を分析対象と

した。
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Ⅲ．足指筋力の測定方法
　測定器は、株式会社竹井機器製の「足指筋

力測定器Ⅱ（アナログ出力付き）T.K.K.3364b」

（図1）を用い、測定データは同社製の「A/D

コンバータ１ch T.K.K.5721」を用いてAD変

換し同社製ソフトウェアによりサンプリング

周波数100Hzで PCへ取り込んだ。

　膝がおよそ90度に屈曲するようにイスに腰

掛け、下腿が地面と垂直になるような姿勢

をとり、最低でも第5指を除く4指が測定用の

バーに充分に引っかかるようにした。

　測定は左右それぞれ2回ずつ行い、基本的

に1回目を分析対象とした。ただし、2回目

の筋力が1回目の筋力を大幅に超えた場合に

限り、2回目もしくはさらに追加した3回目の

データを分析対象とした。

図1　足指筋力測定器（T.K.K.3364B）

Ⅳ．分析方法
　足指筋力の要素として、「最大値」、「極大

値」、「極大時間」、「極大値の傾き」、「極大値比」

の5 つを用い、それぞれの右足と左足の平均

値と25m走の走速度（平均速度）との相関関

係をピアソンの積率相関係数により求めた

（図2、3）。それぞれの定義は以下の通りであ

る。

① 「最大値」は、その測定における最大値で

ある。

② 「極大値」は、最大の50％を超えた所で、

かつ一番最初に現れた極大値とした。最大

値の50%を下回る極大値は測定バーの「掴

み直し」だと判断し、「極大値」として採用

しないこととした。

③ 「極大時間」は、足指筋力の発揮開始から

「極大値」までの時間としたが、前述の「掴

み直し」があった場合には、そこから「極

大値」までの時間とした。

④ 「極大値の傾き」は、「極大値」を「極大時間」

で除したものであり、「極大値」までの足指

筋力の上昇の勢いを示す。傾きが大きけれ

ば「ギュッ」と勢いよく筋力が発揮された

ことになり、傾きが小さければ「じわじわ」

と筋力が発揮されたことになる。ただし前

述の「掴み直し」があった場合は、「極大値」

と「掴み直し」の時の値の差を分子として

扱った。

⑤ 「極大値比」は、「最大値」に対する「極大値」

の比である。

図2　足指筋力の要素定義（掴み直しなし）

図3　足指筋力の要素定義（掴み直しあり）
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Ⅴ．測定結果
　体力測定の結果から求めた各データを表1

に示す。

Ⅵ．分析結果
　走速度に対して、足指筋力の各要素の相関

関係をピアソンの積率相関係数を求めた結果

を表2に示す。また、散布図と回帰直線のグ

ラフを図4 ～ 8に示す。

表2　 走速度に対する足指筋力の各要素の相関

係数（n=38）（ピアソンの積率相関係数）

変数 平均値 標準偏差 相関係数 p値

最大値 5.70 0.311 0.629 P<0.01

極大値 4.86 0.296 0.661 P<0.01

極大時間 0.69 0.034 -0.358 P=0.027

極大値の傾き 7.60 0.558 0.701 P<0.01

極大値比 84.49 1.990 0.325 P=0.046

表1　各対象者の測定結果
　　 （分析対象者38名分のみ掲載）

ID
走速度
( m/s )

足指筋力

最大値
( kgf )

極大値
( kgf )

極大
時間
( s )

傾き
( kgf /s )

極大
値比
( % )

A1 3.79 6.525 4.96 0.48 10.65 79.48

A2 3.91 5.63 3.11 0.46 6.82 56.22

A3 4.72 7.7 6.82 0.55 11.25 90.71

A4 4.31 5.16 4.85 0.89 5.85 84.39

A5 4.39 7.07 6.25 0.48 16.65 88.18

A6 3.21 5.99 3.41 1.36 3.03 55.59

A7 3.25 5.35 4.91 0.80 6.49 92.30

A8 3.97 6.02 4.24 0.82 5.14 69.56

A9 3.62 2.74 2.12 0.41 5.45 73.34

A10 3.47 2.61 2.31 0.65 3.57 86.96

A11 3.13 2.98 2.39 1.28 1.87 81.45

A12 3.62 5.49 4.89 0.76 7.14 90.28

A14 4.17 3.81 2.81 0.81 5.38 75.29

A15 3.21 3.13 1.89 0.65 2.88 59.68

A16 2.45 2.39 1.53 0.62 2.48 64.22

A18 4.63 7.42 6.11 0.67 9.87 82.23

A19 4.39 10.9 8.00 0.61 15.17 78.80

A20 3.91 4.16 3.30 0.71 4.59 79.57

B1 4.17 7.27 6.13 0.56 11.02 84.64

B2 4.03 3.59 2.65 0.67 4.07 73.88

B3 3.79 4.79 4.77 0.77 5.96 99.65

B4 4.24 7.06 6.46 0.64 10.34 91.51

B6 4.24 4.26 3.12 0.74 4.10 73.64

B7 4.24 4.13 3.60 0.32 10.99 89.85

B8 2.91 4.43 4.41 0.94 5.20 99.68

B9 3.79 6.11 5.78 0.67 8.72 94.82

B10 3.79 5.86 5.72 0.85 7.23 97.37

B11 4.10 5.98 5.69 0.61 8.88 95.14

B12 4.46 6.19 5.41 0.68 8.72 85.63

B13 4.17 3.47 3.25 0.66 4.93 93.41

B15 3.85 5.57 5.57 0.53 10.47 100.00

B16 4.81 7.96 7.85 0.58 13.43 98.39

B17 4.90 7.74 7.73 0.71 10.88 99.96

B18 4.17 8 7.77 1.02 7.11 97.58

B19 4.81 6.09 5.82 0.46 10.42 92.45

B20 4.03 7.39 6.65 0.65 9.76 90.19

B21 4.72 8.83 6.99 0.76 11.68 77.59

B23 4.03 6.71 5.39 0.51 11.16 87.16

図4　走速度(m/s)に対する最大値(kgf)の
相関図および回帰直線

図5　走速度(m/s)に対する極大値(kgf)の
相関図および回帰直線

図6　走速度(m/s)に対する極大時間(s)の
相関図および回帰直線
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Ⅶ．考察
　25m走の走速度に対する、足指筋力の各要

素との相関関係を見ると、「最大値」において

中程度（0.629）で高い有意性（p<0.01）が認

められたが、「極大値の傾き」においてそれ以

上の、高い相関（0.701）が認められ、有意

性も0.01未満と高く認められた。

　このことから、足指の筋力の大きさが走る

速さに影響を与えているが、それ以上に足指

の力をどれくらい短時間に「ギュッ」と出せ

るのかが、走速度に影響している可能性があ

ることを示している。

　関らの先行研究3）から、足指筋力の最大値

に対しては体重が特に高い相関が認められて

いる。そのことから考えると、成長に伴い、

体重が増え、足指筋力が増える。その結果走

速度も成長に伴い増加していくという、成

長に伴う自然な増加に加え、力を短時間に

「ギュッ」と出す能力が走速度の増加にプラ

スアルファとして働くと考えられる。

　この「ギュッ」と力を出す能力は、およそ

経験的に獲得されるものであるから、適切な

運動遊びの経験、どのような環境でどのよう

に、どうやって遊ぶかが影響すると考えられ

る。

　つまり運動遊びの中で、「力をつける」こと

よりも「どのように力を出すか」という感覚

を修得することが重要であるということであ

る。このことは、幼児期は力をつける時期で

はなく、運動感覚を身につける時期とされて

いるスキャモンの発育曲線とも一致する。し

たがって幼児の運動遊びでは、最大値を求め

るような遊びだけではなく、力の出し方をコ

ントロールする様な遊びが必要であるといえ

る。そう考えれば、ただ単に走ったり跳んだ

りするのではなく、例えば表現遊びなどを

使って、「ギュッ」と力を出したり「ふわー」

と力を出したりと、動きでいろんな表現をす

るような遊びが良く、やはり幼児期には遊び

としての運動が重要といえよう。

　また小林ら4）はスポーツ保育ガイドブック

の中で幼児期に獲得させたい運動感覚として

表現遊びなどを用いて、力の入れ方などの身

体感覚能力をその一つとしてあげている。つ

まり思い切り走ったり、跳んだりすることは

その中の一つであり、忍者のようにソーッと

走る、怒ったようにドタドタ走る、ピョンと

ピョーンを使い分けて跳ぶ、など力の出し

方を楽しみながら身につけることによって、

ギュッと力を入れる感覚などを養っていくこ

とが大切だと考えられる。

Ⅷ．まとめ
　足指筋力をサンプリング数100Hzで測定し、

走速度との関連を見た。

　その結果、足指筋力の「最大値」よりも「極

大値の傾き」の方で高い相関が認められた。

3） 関耕二他「小学生の足指筋力と体力や生活習慣

の関係について」
4） 小林寛道監修、小栗和雄、山田悟史、山本新吾

郎著『運動が体と心の働きを高める　スポーツ

保育ガイドブック～文部科学省幼児期運動指針

に沿って～』静岡出版社、2014

図7　走速度(m/s)に対する極大値の傾き(kgf/
s)の相関図および回帰直線

図8　走速度(m/s)に対する極大値比(%)の
相関図および回帰直線
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　幼児の運動遊びでは、力の出し方をコント

ロールするような遊びが必要であることが示

唆された。
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